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内外の関係者招き盛大に

25周年記念式典の開催内容決る

1 0月7日、 岐阜グランドホテルで

岐阜県プラスチソク工業組合は、 5月に開いだ通常総会で『工業組合創立25周年記念

式典』の開催を決めたが、理事会はこれを受けて 7月27日に会議を開き、式典開催内容

の詳細を決め、具体的な準備に入っだ。

工業祖合は昭和43年の 6月8日に創立、いらい岐阜県プラスチ Jク加し業界の主軸と

なって業界の振興発展に寄与してきたもので、今年は創立膚25周年を迎えたことから10

月7日午前10時から、岐阜グラントホテルで記念式典を開催することにしだC，

式典当日の役割分担など決める

理事会で決めだ創立25周年記念行事は、実

行委員会（委員長は日比勝次副理事長〉がまと

めだ素案をもとにしたもので①記念式典の式次

第②祖合功労者表彰①記念講演①来賓招待者忍〕

記念誌の発行⑤記念品：＼式典当日の役割分担一

などの詳細である。

記念事業の中心となる式典は、

の出席のもとに、 10月7日

工叢組合全員

10時に開式、

約 1時間を予定している。式典の内容は理事長

の式辞、つづいて来賓の祝辞、祖合功労者表

彰、技能検定功労者表彰などを行い、創立25周年

を迎えたのを機会に、業界の一層の発展を誓う。

官公庁、団体、賛助会員を招く

来賓招待者は中部通産局、岐阜県、工業技術

センターなど官公庁、 日本プラスチックエ槃連

盟、愛知県プラスチ）ク成形丁業組合、岐阜県

中小企業団体中央会など関係団体をはじめ約36

機関の代表。さらに今年から丁業組合に加入、

スタートした賛助会員34ネ士を招く。

組合功労者表彰は、岐阜県知事哀彰、技能検

定功労者表彰などを予定、現在、被表彰者のリ

ストを調整しているところであるc

記念講演は「樹脂のリサイクル」

記念式典の後は、約 1時間にわたり記念講濱

を行う。

講師は杜団法人プラスチノク処理促進協会調

査広報部長の中根和博仄で「プラスチノクのリ

サイクル」をテーマに、プラスチノク廃棄物の

処理や再資源化対策の現状、技術、社会的要

請、関係法令など各面の考察と解説をするこ丁

業組合は今年度の新事業計画にプラスチ Jクの

リサイクル間題を取り上げていることから、今

匝の記念講演に対する意義と期待は大きい'o

記念事業の最後は記念パーティーて、参加者

合員が交流を深める。とくしこ賛助会員を招いて

の初事業たけに、組合員と成形機、原材料なと

プラスチ Jク関係者と親睦・交流に大きな閃心

が寄せられている。

なお、丁業組合は創立25周年を記念して

『記念誌」の兌刊準備も進めている。
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未来工業の工場を見学
組合青年部の7月研修会

工業組合青年部は 7月研修会として 7月16

日、未来工業（株）の本社工場（輪之内町）と養老

工場を見学した。

この日、久世部長ら青年部一行は岐阜産業会

館に集合、車に分乗し本社と養老工場を見学し

た。未来工業は昭和40年に山田昭男氏を社長

に創立され、ユニークな社風とQC活動で急成

長し、昭和48年から投資育成会社の育成企叢

となり、現在は名証二音〖上場企業。全国に 7 エ

場を建設して、分電盤はじめ配電関係の資材や

部品を生産している。施設は射出成形機176

台、押出成形機59台など多数の機器を所有、エ葉

組合員の見学コースにびっだりの［場だった。

記念展に岐阜プラと天龍が出品

各務原市が商丁業業の拠点として建設した『各

務原市産業文化センター』が、各務原市那加桜

町に完成した。総工費は約76億円で、地下 1

階地上8階、廷べ約1万5千mの規模。
その会館記念事業として 7月2日から 3日間

『各務原産業フェア・テクノボソクス』が開催

され、 一般展示ソ‘ーンに組合員の岐阜プラス

岐阜プラスチック工業の展示コーナー

本杜丁＿場では会社概況の説明（写貞上）を間

いたが「社員に自由に考えさせ、縦割りより横

割りを大切にする」 「異業種のQC活動に力を

入れ、現場で物を見て現場で物を考えさせる」

「社員が850人もいるのに労働組合はなく、管

理部門は30人と他杜の半分」などと、ユニー

クな経営姿勢に青年部員は感銘を受けた。

チック［業と天龍工業の2杜が出品した。

岐阜プラスチソクエ葉は「地球にやさしく」

を基本スタンスに開発しだ各種のゴミ容器、コ

ンテナー、コンポスト、ボックスパレット、食

品容器、さらにはOA部品の数々を出品した。

また、天龍エ叢は新幹線のぞみシートと水道

直結型の真空式太陽熱温水器・テンリューソー

ラーを出店した。とくに、のぞみシートは乗物

座席のトップ企業としての自信作で、来場者が

替る替る座るなど好評だった。

天龍工業の新幹線のぞみ号座席シート

-3-



技能検定は今年度も大量に受検

「ハイテク時代」 1、2級で69人が参加

工業組合は岐阜県職業能力開発協会からの受託事業として、 6月24日から 7月16日ま

での16日間、岐阜県工業技術センターで『平成5年度・プラスチック射出成形技能検

定』を実施した。これに先立ち 6月18日から 3日間、受験者を対象に『プラスチック成

形技能士への挑戦』をテーマに特別研修会（中央会の補助事業・組合自主研修事業）を

行い、基本からみっちり勉強してもらい、検定試験に備えた。

ハイテク時代に

ふさわしい検定

今年度のプラスチック射

出成形の受験者は、実技、

学科ともで 1級6人、 2級

63人の合計69人。この受験

者数は過去最高の平成2年

度には及ばなかったが、ハ

イテク時代にふさわしい大

量受験となった。

技能検定に先立って開催

した特別研修会は、 6月18

日から 3日間、実技検定試

験会場と同じ工業技術セン

ターの3階講堂で行った。

研修内容は①技能検定と

受験対策と傾向②成形材料

と射出成形条件一の講義で

講義の後は模擬試験を行っ

た。 2日目と 3日目は、成

形機の取扱い実習と成形不

良対策を繰り返すなど、合

格率向上と技術レベルの 特別研修会と検定委員の見守る中で行われた実技の技能検定

アップをめざし、例年の講習会とは異なる徹底 ル経済時代は、とかく技術が軽く見られがちで

した研修を行った。 あったが、この不況に直面して専門技術が尊ば

なお、開講式には大松理事長が出席し「バブ れるようになった。今日の技術革新時代、やは
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り技術の研鑽がなければ、企業も業界も発展し

ない。その技術革新を支えるのは、皆身さん方

の若い技術者である」と激励した。

実技の技能検定は例年より 1カ月余早いペー

スで開催、 2級の検定は 6月24日から 7月13

日までの13日間（午前、午後2人ずつ）にわ

たって行った。また、 1級の実技検定は7月14

日から 7月16日までの3日間行った。

検定時間をフルに活用し取組む

受験者は公開抽選で決まった日精、住友の各

インジェクションの前に立ち、 2級が3時間、

また、 1級が4時間の検定時間をフルに活用し

検定課題のプラスチックケース 2種類 (l級は

100個、 2級は40個）を成形加］」した。

実技試駿は、たんなる成形作業だけではなく

運転前の点検、金塵の取り付け、型締め力の調

整、リミノトスイノチの調整などと、成形作叢

の事前・事後までも採点の対象になるとあって

受験者は緊張の連続であった。

なお、学科の検定試験は 8月29日、岐阜大

学で、全国統一のペーパーテストが行われる。

合格者の発表は10月7日に予定される。

知識がないと実技に応用できぬ

首席検定委員をつとめた西川隆久さん（岐阜

プラスチソクエ菜（椋生産副本部長）は「技能検

定受験者が年々増えていることは、県内技術の

レベルの高さを表して喜ばしい。しかし、近年

各企業の生産形態が分業化してきたことから、

技能者の技術レベルに格差が生じてきている。

技能検定の合格率が低いのはこれが原因といえ

よう。技能検定は成形作槃の各工程に一定以上

の技能水準を身につけないと、合格しない。頭

で覚えた知識と、実際の技術が一致しないと目

標とする製品は生まれない。また、応用も効か

ない。何よりも大切なのは、やはり基本といえ

る」と、基礎知識の大切さを強調していた。

学科の模擬テスト結果はまずまず
-- ------？ー材料、製図、金型ではひとがんばりを

工業組合は6月18日から 3日間、技能検定受

験者を対象に特別研修会を行い、その席上で52

人を対象に学科試咳の模擬テストを実施しだ。

その結果、平均点は40.6、最高点は97点、最低

点は15点であっだ。合格圏内の人は 7人で、合

格予備軍といえる40-59点の人は23人もおり本

試繋の8月29日までの努力が待だれる勺

出題分野別の解答傾向を見ると、正答率が高

いのは「安全衛生」に関する問題。ついで「成

形法」 「成形機」の順である。一方、正答率が

もっとも低く、無回答・誤解答率が高かっだの

は「材料」に関する間題であった。この分野で

は4割近い人が無回答という結果からすると、

新しい樹脂が相次いで開発、登場している樹脂

についての知識の低さがうかがえる。

「金塑J「製図」はso％前後の正答率でま

まずだが、残念ながら誤回答が多く「材料」

とともに一層の受駿勉強が必要である。

今回の模擬試験結果を、昨年度の模擬試験結

呆と比較してみよう。

昨年度は模擬試験を27人が受け、平均点は

今回よりも 10.5点も低い30点で、合格圏内は l

人であった。これが本試駿では3l％の人が合

格した。模擬試検結果からすると受験者は本試

検までの間にかなりの努力をしたことになる。

本年度の模擬試験結果は昨年度に比べてかな

り上昇していることから、希望的観測ながら好

結果が得られそうだ。
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大切な事項から集中的にチェック

中小企業の「採用・面接のカンどころ」

若年労働力が不足していることもあって、中小企業では募集に応じてくれる若い労働者

となると、手当りしだい採用してしまい後で悔やむ例が少なくない。欲しいと思っても応

募者がないような場合、止むを得ないこともある。一度採用した者は簡単に辞めさせられ

ず、そうかといって定年まで雇用を続ければ労務費だけでも膨大な費用になる。景気の低

迷で労働力需給は緩和傾向にあるといっても、人材の採用にはもっと慎重を期すべきでは

ないか。次は「従業員の採用・面接のカンどころ』を紹介すると。

チェックは履歴書と面接だけ

それでは、どうすればよいか。中小企業の

場合、大企業のようにいろいろな試験をして

能力や性格などをチェックして選考すること

は事実上できない。可能な選考方法といえば

応募時に提出させる履歴書、あとは面接だけ

である。この二つを活用して、可能な限り必

要なチェックをする以外に道はない。

仕事をしてもらうために人を採用するから

は「この仕事をするには少なくとも、この程

度の知識や技術をもっていて欲しい」という

ものや「これだけの免許や資格がなければこ

の仕事に就かせることはできない」といった

要件がある。

このようなことを最低資格要件と呼ぶが、

応募者がこの要件をどの程度満たしているの

かをはじめ「どのような能力なり、性格を持

つか」を予め把握するための手がかりとして

応募書類の提出を求めるようにしたい。

項目をしぼってチェックする

採用面接で調べるものは、主として人柄、

性格といったものと、仕事をするのに必要な
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基礎的知識とか、能力といったものである。

どんな評定項目があるかというと①堅実性②

社会性③積極性④専門知識⑤指導力⑥計画性

表現カーといった項目が一般に多く用いられ

ている。

しかし、ここに掲げた項目にこだわる必要

はないが、それぞれの企業で会社組織の運営

上、また業務運営上、これだけはという項目

にしぼってチェックすることも大切である。

次のページの「採用面接評定票」は、評定が

しやすいように作成したものである。

カンや印象だけで評価するな

採用面接というと、企業規模の大小を問わ

ずほとんどの企業が用いている方法がある。

それは応募者1人に対し、評定者（試験官）

1~3人が対面し、評定者がその時々に応じ

た質問を出し、それに答えてもらうという方

法である。

これを「自由面接法」と呼ぶが、この面接

方法は面接者の社会経験が豊かで、面接経験

を積んでいて、人物評価に優れているなら、

信頼できる評定が望める。

こうした評定者は極めて少数で、多くの場



合、この方法をとると質問も限られたものに

なり、実体は何もつかめない。結果としては

評定者の体験とかカンとかで評価してしまっ

たり、第一印象で評価してしまう。

昏F価は客観性の向上が大切に

こうした欠点を防ぐため、いろいろの技法

があるので紹介すると。

①標準面接法＝質問を通してどのような

チェックをしていくか、予め決めておき、評

価する②圧迫面接法＝面接中に応募者の机の

上の電話を鳴らし、突然の行動様式を評価す

る方法③集団討論＝応募者間で討論してもら

い、その時の発言や行動を評価していく。客

観的な評価のしやすい方法。

ともあれ景気の低迷で労働力は緩和傾向に

あり、この機会に、中小企業はよい人材を確

保したいものである。

採用面接評定票
受験者名 評定者名

評定項目 着 眼 ‘占‘‘‘ 評価尺度

表現力 0話すことに統一性がある 0話が一貫していない
〇用語が適切である 〇用語が適切でない

自分の考えを正 0音声が明瞭である 0音声が不明瞭である
I 上 1 中 I下 1しくわかりやす 0思っていることを十分にの 〇ハイ，イイエが多い

く人に説明でき
べている 0話が冗漫である

るか
0要領よく簡潔である

社会性 0おだやかで親しみやすい 0すぐに感情をあらわす
0他の人と協調する 0極度に内気・神経質

まわりの者と調 0人の意見を尊重する 0独断的・自己中心的である I 上 I 中 I下 1
和し円滑な集団 〇適度に独立心がある 0自信過剰ぎみである
活動ができるか

〇思いやりがある 〇わがままである

積極性 0何でもやり抜くという迫力 〇しまりがなくだらだらしてい
がある る

自らすすんで事 0ねばり強い 0持久力がなくすぐくじける
I 上 1 中 I下 1にあたるか 0向上心．研究心がある 0向上心に欠ける

0自分から働きかけていく 0人に言われて動くことが多い
0決断力がある 0優柔不断である

堅実性 〇意志が強い 〇意志が弱く誘惑に負けやすい

0辛抱強いほうである 0気まぐれである
誠実で信頼でき 0頼りがいがある 0頼りにならない I 上 I 中 l下 l
る人物か 0誠実である 0でたらめなところがある

〇素直で純朴である 0世間ずれしている

ぜひとも 採用してよ 採考用えをI前て向き できることなら 採用すtfべき
総合判定 採用しIたい ¥, ＼ に よい 採用したIくない ではい

I 

備考欄

- 7 -



□ ペレットの流出防止に協力を 米国ではすでに法規制さ

プラエ連がマニュアルを策定—--／□□ れており、わが国におい
ても企業自ら流出防止へ

海を漂流する『樹脂ペレット』を海洋の生物

類がエサと間違え死亡するケースが増え、社会

問題になっている。このため日本プラスチック

工業連盟など全国のプラスチック関係団体は、

製造や輸送などあらゆる段階で「樹脂ペレット

を外部に漏出しないように…」と漏出防止マ

ニュアルを策定し、全国のプラスチック関係事

業所へ協力を呼びかけている。

海洋生物に大きな影響を与える

プラスチック製品や原材料が関係する河川を

含めた海洋漂流物（漂着物）には、樹脂ペレッ

トをはじめ使用済みの成形品などがある。海へ

の流出ルートや流出量は分かっていないが、-

れらが漂流したり、岸辺に漂着し、海洋生

物に影響され、環境問題としてクローズ

ァップされてきた。

このため日本プラスチック工業連盟、石

油化学工業協会などの関連業界は海洋漂着

物委員会を昨年春に設置、検討、対応策と

して『樹脂ペレット漏出防止マニュアル』

を策定した。こんごプラスチック関連業界

あげて漏出防止に取り組むことになるが、

の取り組みが期待される。

環境保全を基本的責務に考えよ

マニュアルは樹脂製造から廃プラ処理にいた

るまで、八つの関連段階ごとに防止への基本対

策を建てており、プラスチック産業に携わる経

営者、工場管理者、さらには従業員一人一人が

「環境保全につねに努力を払うこと」を甚本的

責務にすることをまず提言している。

このうち成形加工段階に焦点に当てると①社

内に樹脂ペレット漏出防止の管理組織と責任者

を置き、日常管理を行う②各社の実態に合わせ

た作業管理マニュアルを作り、定期的に現場を

チェックし、記録に残す③ペレットを扱う各場

海辺から回収された樹脂ペレット

三菱化成のエンシニアリングプラスチックス
ナイロン圏詣 ヤリカヤネト圏詣

NOVAMID"゚VA-REXR
PBT檀詣

ー ノ9ヽ9,ト- —ノハレ，クス＿ 塑塑oun
ヰポリエチレン 裏圧ボリエチレン

ポリエチレンNOVATECNOVATEC-L 

人本社翌翌翌閉
-8 -
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所で、こぼれ防止のための設備、清掃用具、収

納箱を整備する④ペレットを扱う従業員に漏出

防止への意識とマニュアル遵守を教育する。

発生源対策では①荷役設備、荷役作業による

破袋がないように運転者教育を行う③保管時の

破袋がないよう欠陥パレットは使用しない③成

形現場では、原料置場からの運搬時、成形機へ

の投入時、あるいはミキサーヘの出入の時など

のこぼれを防止する。使用済みの包装容器中の

残存ペレットは、完全に回収する。樹脂の銘柄

切り替えのために成形機ホッパーから原料樹脂

を取出す時は、こぼれないようにする④再生現

場における粉砕品やリペレットのこぼれは、粉

砕機回りやペリタイザー回りを囲うなどの工夫

をし、飛散しないようにするーなど。

全国22カ所の海岸で発見し報告

こぼれペレット対策としては①こぼれペレッ

ト、リペレット、粉砕品は速やかに乾式で清掃

し、捕集ペレットを容器に回収する②こぼれた

ペレットを清掃しやすいように、床は床張り、

舗装、もしくはフィルム、シートを敷く③こぼ

れペレットを自社内で処分する場合は、再びこ

ぼれないようにする④外部業者に処理委託する

場合は、再びこぼれないように指導と助言を行

い処理を確認する。⑤降雨時にはペレットが外

部へ漏出を防ぐため、設備および管理を強化す

るーなどに取り組むことを呼びかけている。

なお、新聞などの報道や調査報告書によると

全国22カ所が発見場所とされている。市民団

体の調査では神奈川県・湘南海岸では 1平方t;;:

に約千個のペレットが見つかるなど太平洋岸を

中心に流失が表面化し、対応が求められていた。

（ペレット漏出マニュアルを作成した海洋漂着

物委員会には岐阜プラスチック工業の下村康夫

取締役開発部長が委員として参加した）

さ--ら寮芝槻械株式会社

本 社束京都中央区銀座 4 -「目 2-11 

名古屋営業所名古屋市中村区名駅4丁目 7番 23号

化工機課 TEL <052〉561-8 3 4 1 

-9-



豊かなデザインー2 2世帯住宅傾向から一

ら£冬-‘紅む:ヽ て，？瓢旦1只を岨讐文登透え、

澤姿ぷ 冬翌》；、ヽ食夕弩ら賛ざ且；

唸 ゞ召害心ダ：

最近のモデルハウスの展示場は新しい仕様の

住宅を並べて売り込みに懸命になっています。

その大半が二世帯住宅仕様です。 「核家族」と

言う言葉が流行った頃もありましたが、最近は

再び親子同居二世帯住宅が見直されてきていま

す。従来の完全同居型ではなく同居のメリット

が活用でき、かつお互いの生活を尊重した別々

の暮らしのできる住宅イコールニ世帯住宅です。

これは、高齢化社会の到来とともに、老後の

生活のあり方について関心が高まっているせい

もあるようです。岐阜新聞によると、 「高齢者

世帯数、過去最高に！男性が65歳以上、女性

が60歳以上の夫婦や 1人暮らしの高齢者世帯

数は約488万世帯と過去最高を記録し17年前に

比べ3倍に増加する一方、寝たきり老人の介護

者の3分の 1以上を65歳以上のお年寄りが担っ

ていることが厚生省がまとめた平成4年国民生活

碁礎調査の概況で分かった。」とあります。

このような現実を眼の前に、いつ親の介護を

見なければいけない状況に置かれるかわからな

いこと、また自分もいずれはそのような年齢に

なることを再認識させられている状況下で、近

年の地下の高騰、バブルの崩壊という事態によ

り若い世帯がマイホームを建てるには、とても

困難な状況になっています。

同居のメリットを考えると、身近に親の状況

をみることができること。社会参加する主婦に

とっては親世帯に子供を預けることができると

いう点もあります。また子供の情緒的な問題か

らも大家族の良さが見直されていることもあげ

られます。特に、一つ屋根の下に 2世帯、 3世

帯が同居してきた大家族の中には、元々日本人

が持つ協調性の良い面も生かされていたように

思います。

現在、様々な面から日本の伝統的なモノの良

さが見直されていますが、家族の構成のあり方

も和ー（和合harmony)の面から、考え直され

ているのではないでしょうか。

このように従来の同居の良さを見直しつつ核

家族に慣れてしまった世代の双方の意見を取り

入れた 2世帯住宅のあり型に伴って、親世帯

用・子世帯用の道具が必要になってきていま

す。特に親世帯が独立できる部分は独立できる

ようにした道具、それに両世帯がともに活用す

る道具の必要性もあり、このような新しい生活

スタイルにあったデザインの配慮が、現在求め

られています。

［岐阜県工業技術センター f u I I ] 
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組合員の工場訪問

青年部事業として「廃プラ」に取組む

（有）久世樹脂工材 I

組合員の工場訪問は、組合青年部長に就任し

た久世幸博さんを訪ねた。久世さんが経営する

会社は有限会社・久世樹脂工材（大垣市楽田3

丁目29番地、資本金 500万円、従業員15人）で

工場は大垣の北部を貫く岐大ハイパスから入っ

たところ。一帯は工場や学校、住宅が混在し、

久世さんの父親・年男さん（現会長）が創業し

た頃とは大きく様変わり、都市化している。

再生加工を中心に蒲色や成形も

創業したのは昭和39年、大垣市内の林町に

作業場を借り、押出し機2台と粉砕機を設置、

当時全盛だった塩ビの再生加工と販売を事業化

したのが始まり。この楽田に加工処理工場を建

てて、移ったのは昭和42年4月。成形工場の

増加に伴って再生用原料となる廃プラスチ；；ク

が増えたのと、肥料袋など農菓用の廃プラ処理

にも取り組み開始したからだ。

近年、再生処理工場はリサイクル運動の一環

としてクローズアップされているが、久世さん

は「様々な形で排出する廃プラを受け入れ、洗

浄ー粉砕ー造粒の処理工程を事業として形づく

るまでは苦労の連続、しかも再生樹脂は市況に

左右され、採算の取れなかった時期もしばしば

あった。このため着色工程を設けたり、曽根町

に成形工場を立てパイプやキャソプを成形する

など、多角化も図ってきた」と話す。

丁場は増築を重ね用地 3,630m"に工場、倉庫

事務所など廷べ 1,650m'の規模。各種の粉砕機

ミキサーがうなりをたて、ルーダーや異形押出

し機が、廃プラを美しい樹脂に甦えさせる。事

務所は道路を隔てたところ。廃プラの山に囲ま

れている従業員に、休憩時間ぐらいはリラック

スしてもらおうと 2階に食堂を設けた。

部員増加と交流の活性化をめざす

久世さんが社長を受継いだのは平成3年「父

が70歳になったのと、私が40歳台に入り、仕

事ぶりを認めてくれたからかな…。経営に責任

を持たされ、下向いて働いてきた親の苦労がよ

く分かった」と話す。

工場は再生加工処理を中心に篇色や成形加工も

そして今年は組合青年部長に選

ばれ、青年部を代表して説組合の

理事になった。抱負は、と水を向

けると「部員の増加と青年邸事菓

への参加、交流を活性化し、 25周

年記念行事には青年部あげて協力

することです。さらに来年は中央

会の補助事業・組合青年部研究会

事業として廃プラ利用と環境を考

えるをテーマに、組合の新事実に

取り組みます」と結んだ。

-ll-



事務局だより
会員と事務局を結ぶページ

口創立25周年記念式典は10月7日にロ

エ栗組合は創立25周年事業として記念式典

の開催準備を進めております。内容は本号の

トップ記事で紹介したとおりです。記念式典は

すでに10月7日午前10時から、岐阜グランド

ホテルで開催することに決めておりますが、組

合員全員のご出席方をお願いします。

また、記念事業の一つとして『記念誌』を出

版計画し、現在、作成を進めております。その

記念誌の中心ページに掲載する組合員名簿に人

れる『代表者の写真』と『工場か製品の写真』

を早急にお送りください。

なお、 3月末に平成4年度事業として発刊し

ました『組合員及び賛助会員の名簿』は、賛助

企業はもとより関係機関、団体、業界に配布

し、岐阜県のプラスチック業界を広く PRした

ところです。

□ガン保険や介護年金制度に加入を口
工業組合では昨年、アメリカンファミリー生

命保険会社と提携して『ガン保険制度』の取り

扱いを開始、好評を得ました。本年もその『ガ

ン保険』の再募集をすることに決め、 8月30

日を契約希望の締切日とし、再募集を開始しま

ポリエチレン

スミカセンR
塩化ピニル樹脂

スミリットR
エチレン酢酸ピニル共重合樹脂 メタアク IJルシート

した。契約日は11月1日で保険料は11月から

支払い開始です。近年のガン治療は医療技術の

進歩から不治の病ではなくなりましたが、問題

は高額な自己負担にあります。この保険制度は

治療時の費用を大きく保障する制度です。

なお、工業組合では介護年金制度『スーパー

介護年金プラン』もご案内しております。ご契

約をご検討ください。

（写真上は各界に送った組合員名簿）

岐阜県のプラスチック
1993 113号

平成5年8月15日発行

発行岐阜市六条南2丁目］1番地1号

（岐阜産業会館4階）

電話(0582)7 2←7 1 7 3 

FAX (0582) 7 6 -1 5 2 5 

岐阜県プラスチック工業組合

発行責任者 竹内安之

熱可塑性エラストマー

住友RTPE
合成ゴムSBR

エバテートR スミペックスR 住友RSBR
ポリプロピレン

住友ノープレン8
拿

ポリスチレン樹脂

エスプライト

疇~

メタアクリ 1し樹腟

スミペックス-BR
高密度ポリエチレン

スミカセンハード

合成ゴムEPR

エスプレン⑲
エチレン酢酸ピニル
塩化ピニル共重合樹脂

スミグラフト⑲

住友化学工業株式会社
名古屋支店 〒460名古屋市中区錦l丁目11番18号（興銀ビル）

電話 <052〉201-7571
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暑中お見舞い申しあげます

岐阜県プラスチック工業組合

ノJ

1ヌ 昌ハ 一周

IJ鸞の2’”ウ，ISU ..  方一
取締役社長

本 社

生産本部

大 松 利 幸

岐阜市神田町9丁目25番地（大岐阜ピル6階）
〒500 ff <0582〉65-2233（代）

各務原市前渡東町 4丁目 22 2番地
〒504 ff <0583〉86-9311（代）

◎ 
コダマ樹脂工業株式会社

ポリエチレンチュープ

農業用ポリエチレンフィルム

令闘東海ポリエチ工業所

代表取締役社長 大 野 賓

代表取締役社長 児 玉 俊
本社工場

本社及び
本社工場

岐阜県羽島郡岐南町野中墨501-61
T E L (0582) 4 6 -1 3 1 3番閲
FAX (0582) 4 7 -2 4 1 1番
名古屋市西区城西5T目5番4号喪451
T E L (052) 5 2 1 -9 2 9 6番代
FAX (052/ 5 3 2 -1 6 6 4番

名古屋営業所岐阜県安八郡神戸町末守377の1
電話 <0584)]7)4 1 4 1番閲
郵便番号503-23

令
業務用食器ー式・製造卸・治工具金型設計製作

大垣プラスチック工業株式会社

代表取締役社長

本社

営業所

日 比 勝 次

岐阜県大垣市大島町2丁目394看嬉
TEL <0584> 8 1 -1 3 4 7囮
名古屋市西区城西3-15-33
TEL <052>9 3 2-3 9 4 5囮

岐阜産研工業（樹

代表取締役 林 貢一郎

樹脂事業部
ギフト事業部

本社・工場

〒501-05岐阜県揖斐郡大野町本庄755-3

射出成型

ギフト商品卸販売

TEL(0585) 35-2511 

FAX (0585) 35-2327 

プラスチック材料全般
藩色・再生加工

（有）久世樹脂工材
代表取締役社長 久 世 幸 博

大垣市楽田町3丁目 29 

ft (0584)81-6138囮
FAX（的84)81-2260

几
三光合成株式会社

岐阜工場

本社

工場長 輪 嘉 人

富山県西砺波郡福光町遊部800
TEL 0763-52-2135 

岐阜県安八郡安八町森部2454-1〒503-01
TEL 0584-64-3388 
FAX 0584-64-4936 



技術と工夫で

価値あるものを・・・

シーシーアイ株式会社
代表取締役社長岡部修二

岐阜県羽島郡岐南町八剣7-148

電話 (0582)47-3101 

バス・飢空機・車輌・船舶用各種座席、航空機部品
強化プラスチソクス、太賜温水器

天龍工業株式会社

代表取締役社長 福西紀雄

本 社 岐阜県各務康市蘇原興亜町4丁目 1番地
TEL < 0 5 8 3〉82-4111（代）

各種プラスチックシート真空成型加工

.If-IL化成品樟式会社
PEARL CHEMICAL PRODUCTS CO~LTD. 

代表取締役杉山元彦

本社工場〒::;01・04岐阜県本屯郡真正町品井 243-3 
TEL、0583〉24・9155的 FA X (0583) 24 ・6221 

管理本郊〒500 岐阜市八坂町 40番地の 1
絞旦工場 T E L (0582 71 ・0861的 F AX.Q582l75・0970 

岐阜技研ポリマー

株式会社

代表取締役篠田 哲

岐阜市岩地 8-7-15 

TEL 〈0582〉46-2541

FAX 〈058 2〉46-2081

岐栄プラスチック協同組合

代表理事清水昭市

岐阜県各務原市前渡東町4丁目 22 2番地

臼

TEL 0583-86-9356 

FAX 0583-86-9350 

ひまわり印家庭用雑貨

和化成株式会社

本社・工場

東京営業所

代表取締役納土栄一郎

岐阜市前一色 8丁目 5番 16号
TEL<0582> 45-5528的〒500
東京都中央区湊 8-16-8
磯部ビル 2F 

TEL<O 3>551-6300〒104

ハmーロ〇
ムトー 株式会
代表取締役社長 武藤昭三

取締役生産本部長 松田 興

本杜工場 〒509-01岐阜県各務原由鵜沼川崎町1-60-l
TEL(0583)71-1100代IFAX(0583)82-4365 

岐阜工場 〒509-01岐阜県各務原市開沼川崎町 1-9 3 
TEL{、058切83-8311凰IFAX(0583183-1516 

筑波工場 〒300-03茨城県稲敷郡阿見町大字香澄の里13-2
TEL(0298)89-08001代I FAX10298)89-0805 

＇ MUTO日ヰ武顧化成工業所
代表取締役 武藤幸平

岐阜県武鵬郡武芸川町跡部井□781〒501-26
TE  L(0575〉46--3711 FAX〈0575〉46--2285



＊之の石油化学製品
ポリスチレン

スチレン系耐熱樹脂

ポリカーボネート

GFPET 

ポリプロピレン

高密度ポリエチレン

直鎖状低密度ポリエチレン

カルプR

虚出光石油化学株式会社
東京都千代田区丸の内3-1-1（国際ビル）〒100 ft 03-213-9361（代）

名古屋支店 名古屋市中区栄2T目1番1号 日土地名古屋ピル5F 〒460ffl)52-204-6051-3 

Shi迂l:su1偏越Pvc | 

信越化学工業株式会社名古屋支店訪醤饒罰醤F区名駅4-27包（名古屋三井ピル東館）



精密成形を支えるトータル恩考。
NISSEIは精密成形の高付加価値化に射出成形機・金型・合理化機器・成形
技術・材料・環境・ソフトウェア・情報管理なとモノ創りを総合成形システム

として推進しています。

NISSEI 

誓
曰輯纏『編工事韓式會祉
岐隼出張所．，9岐旦鰈釦吾翌寺屋席94窓ピC" B0582-72-5952 

＊名古屋営業所／愛知県小牧市外堀2-167 云0568-75-9555布
岡崎出張所／愛知県岡崎市上六名か1-8三岡1ピ）い F ftlJ564-52-l 430 
三重出張所／三重県津市神戸横田 203-4 ftlJ592-24-07! 6 
●本社・工場・技術研究所，長野県坂城町南条2110 ft0258-81-3000（大代表‘
●東京事務所●テクニカルセンター，本社・相模原・岩槻・大阪・名古屋

〇営業所 全国11ケ所●出張所 全国13ケ所〇海外サービスステーョン， 26ケ所

MEIKI 
ブラスチック、光ティス久ファインセラミック射出成形機、

IC基板成形プレス等、先端技術加工機を

生産して、世界の名機として活躍していますこ

フラスチック射出成形機

ティスク専用機

―--------------------

: ＠、株式会社名楳製ft荘 尺4エ愛:0県大府市北崎町大根2合05o482 i↓i l 
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東京都中央区築地2-11-24
合 (03)5565-6537

大阪支店合(06) 203-0041 
名古屋支店合〈052〉57H23!
広島支店合(082)22H252

活きてる素材。
三菱レイヨンのフフスチック
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＼＼ メタク）しキ§肛八状品

アワリライト
＼ メタクリル9!j脂 身1出成形伽

＼ アワ’JペットR：ヤ碕AB5
人三菱レイヨン
東京(272)4321,大阪(202)2241 名古屋(561)6711



E s ? ~ I X EARTH SPIRIT 
行きはホックスとハスケットにいっぱい詰めて出発。ランチタイムにフタ

を開けはテーフルに早変わり。帰りは、八スケットをホックスに入れコ

ンパクトに収納できる便利なレシャーホックスです。（フタの内制は、収

納スペースになります。）

ヽ リコ株式会社

岐阜プラスチック工業株式会社 岐阜プラスチックグループ
緑本社：岐阜市神田町9丁目25番地（大岐阜ビル6階） 徽リス興業（株 辮東北リス（株 締四国リス昧

魯生産本部：各務原市前渡東町4丁目222番地 慾リスパック（株 辮東京リス（株 魯九州リス（株

｀）ス昧 翁大阪リス（株 繰リスエンジニアリング株


